
















































































































































































行った（表 2）。この尺度では全部で 20の質問に対してそれぞれ 7段階の選択肢が設けられており，
前半の 10問が共有経験（SSE）に，後半の 10問が共有不全経験（SISE：相手の気持ちが感じられな


















































































































































































グループ 番号 テーマ 時期
1 1 入学 小学校時の文化祭見学
1 2 友人 年度初め，1ケ月後，今
1 3 友人 年度初め～1学期
2 4 友人 入学式，翌日，その後
2 5 学校生活 年度初め，その後
2 6 ペット 5月，その後
3 7 友人 入学式の翌日
3 8 友人 年度初め，4月，5月
3 9 部活動 年度初め～今
4 10 友人 年度初め，1学期，夏休み
4 11 友人 年度初め，1学期
4 12 友人 年度初め，5月
5 13 部活動 6月，2学期
5 14 友人 年度初め～今






















の場所に書かれている。図 11は，図 10の 7名
の生徒の最終回終了時の共感性を図示したもの
である。表 6は，初回開始時が Cまたは Dの
類型の生徒の共感性の測定結果である。初回開
始時から最終回終了時への変化を見ると，平均
値は SSEが 8.85増加し，SISEが 0.28増加した。
表 5　共感性の測定結果
初回開始時 最終回終了時
SSE SISE SSE SISE
平均 39.33 30.47 42.47 34.20 
標準偏差  9.43  7.60  5.67  9.97 







































































SSE SISE SSE SISE
平均 －10.71 －3.43 －1.86 －3.71 
標準偏差 9.59 5.95 5.08 4.23 






対話  36  0  32  34
作文制作  23  8  15  15
デジタルストーリー制作  46 44   6   2
相互視聴  23  4   8  19
全般  72  8  60  37

















































































































































































○ ○ ○ 思考力・判断力・表現力
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【附記】
本研究は，2017年に行われた日本教育工学会第 33回全国大会の発表（2017，一ノ瀬，篠ケ谷，小澤）をもと
にして論文としてまとめたものである。
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